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川
名
議
員　
安
房
郡
市
に
は

コロ
ナ
対
策
の
療
養
ホ
テ
ル
が
な
い

た
め
、
今
後
、
感
染
者
が
増
え

た
場
合
、
安
房
郡
市
に
お
け
る

感
染
者
の
療
養
体
制
は
ど
う
か
。

　
保
健
医
療
担
当
部
長　
安
房

　
川
名
議
員　
令
和
元
年
の
房

総
半
島
台
風
等
の
災
害
か
ら
の

復
旧
に
つ
い
て
、
安
房
郡
市
内

に
お
け
る
農
業
用
施
設
の
復
旧

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

安
房
郡
市
内
で
の
農
業
用
施
設

の
早
期
復
旧
に
向
け
、
関
係
4

市
町
と一体
と
な
って
、
7
3
0

件
の
復
旧
事
業
計
画
を
承
認

し
、
12
月
末
現
在
で
約
7
割
の

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
川
名
議
員　
緊
急
事
態
宣

言
以
降
に
影
響
を
受
け
て
い
る

県
産
農
林
水
産
物
の
生
産
者

を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
る

の
か
。

　
森
田
知
事　
緊
急
事
態
宣

言
以
降
、
高
級
食
材
や
花
き
な

ど
の
価
格
が
下
落
し
て
い
る
ほ

か
、
観
光
地
の
直
売
所
や
い
ち

ご
狩
り
等
の
来
客
数
が
減
少
す

る
な
ど
の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
速
や
か
に
県

　
鴨
川
市
、南
房
総
市・安
房
郡
選
挙
区
選
出
の
川
名
康
介（
か
わ

な・こ
う
す
け
）県
議
は
、新
年
度
の
県
予
算
案
を
審
議
す
る
2
月
定

例
県
議
会
の一般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。川
名
県
議
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
、安
房
郡
市
内
で
感
染
者
が
発
生
し
た

場
合
の
県
の
対
応
を
た
だ
し
、県
は「
ホ
テ
ル
療
養
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
は
、県
内
に
6
施
設
確
保
し
て
い
る
ホ
テ
ル
に
輸
送
車
で

移
送
す
る
」な
ど
の
対
応
策
を
示
し
、ま
た
、自
宅
療
養
者
に
は
、パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
出
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
う
と
説

明
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、清
澄
山
道
ル
ー
プ
橋
を
含
む
県
道
坂
本

工
区
バ
イ
パ
ス
整
備
の
進
捗
状
況
な
ど
、川
名
県
議
の
主
な
質
疑
を

特
集
し
ま
し
た
。

２
月
県
議
会一般
質
問
に
登
壇

２
月
県
議
会一般
質
問
に
登
壇

なかわ すけこう

安房郡市の感染者療養体制コロナ
対策

県
産
花
卉
の
Ｐ
Ｒ
も

県
産
品
生
産
者
へ
の
支
援
要
請

感
染
者
の
療
養
ホ
テ
ル

感
染
者
の
療
養
ホ
テ
ル

郡
市
を
含
め
、
本
県
の
保
健
所

で
は
、
医
療
機
関
か
ら
感
染
者
の

発
生
届
を
受
理
す
る
と
、
届
け

出
の
内
容
及
び
感
染
者
か
ら
の

聞
き
取った
情
報
に
よ
り
、入
院
、

ホ
テ
ル
療
養
、
自
宅
療
養
のい
ず

れ
が
適
切
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
療
養
が
適
切
と
判
断

し
た
場
合
は
、
県
の
手
配
し
た

輸
送
車
等
に
よ
り
移
動
し
てい
た

だ
き
、
千
葉
市
内
、
船
橋
市
内
、

成
田
市
内
で
確
保
し
てい
る
6
施

設
の
い
ず
れ
か
の
ホ
テ
ル
で
療
養

し
てい
た
だ
き
ま
す
。

　
自
宅
療
養
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
ご
自
宅
で
療
養

し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

保
健
所
か
ら
の
電
話
等

に
よ
り
、
毎
日
、
健
康

状
態
の
確
認
を
行
う
ほ

か
、
保
健
所
長
の
判
断

で
必
要
に
よ
り
、パル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
出

や
ご
本
人
の
希
望
に
よ

る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行っ

てい
ま
す
。

　
ま
た
、入
院
が
必
要
な

場
合
は
、入
院
先
を
確

保
で
き
る
よ
う
、調
整
を

行ってい
る
と
こ
ろ
で
す
。

マスク姿で登壇した川名県議

産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
、
約
千
カ
所
の
銀
行

や
郵
便
局
で
の
県
産
の
ス
ト
ッ
ク

や
カ
ラ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
装
飾
や
、
百
貨
店

で
の
90
種
類
の
県
産
花
卉
の
Ｐ

Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
量
販
店

で
の
朝
獲
れ
鮮
魚
の
販
売
支
援

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
って
い
き

ま
す
。

農
業
施
設
の
復
旧
状
況

　
残
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
が
あ
る
も
の
の
、
業
界

団
体
へ
の
協
力
要
請
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
復
旧
工
事
の
速
や

か
な
完
了
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
用
倉
庫
や
畜
舎

な
ど
の
性
質
上
、
や
む
を
得
ず

年
度
内
の
完
了
が
困
難
な
場
合

に
は
、
繰
越
が
で
き
る
よ
う
、

国
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
川
名
議
員　
安
房
地
域
で
の

山
地
治
山
事
業
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
安
房
地

域
で
は
、
山
地
等
の
防
災
・
減

山
地
治
山
事
業
は
着
実
に

災
を
図
る
た
め
、
地
す
べ
り
防

止
や
、
山
崩
れ
に
よ
る
機
能
が

低
下
し
た
保
安
林
等
の
復
旧

整
備
な
ど
の
山
地
治
山
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
の
地
す
べ
り
防

止
対
策
は
、
南
房
総
市
丸
山

平
塚
地
区
に
お
い
て
、
治
山
ダ

ム
に
よ
り
渓
流
の
浸
食
を
防
止

す
る
等
の
事
業
を
進
め
る
ほ

か
、
鴨
川
市
平
塚
地
区
等
2

カ
所
で
、
暗
渠
に
よ
り
地
す
べ

り
の
原
因
と
な
る
地
下
水
を
排

除
す
る
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
保
安
林
等
の
復
旧

整
備
は
、
鴨
川
市
和
泉
地
区

で
崩
壊
し
た
斜
面
に
緑
化
シ
ー

ト
を
施
工
す
る
等
の
事
業
に
、

令
和
2
年
度
中
に
着
手
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
集
落
の
安
全

確
保
に
向
け
、
山
地
治
山
事

業
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
住
民
か
ら
の
要
望

箇
所
に
合
わ
せ
て
、今

後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
よ

う
要
望
し
ま
す
。

要望
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早期供用目指して事業推進！
道
路
の
進
捗
で
要
望

コロ
ナ
感
染
で
影
響
も

坂
下
バ
イ
パ
ス
の
進
捗

　
川
名
議
員　
主
要
地
方
道
・

県
道
市
原
天
津
小
湊
線
は
、
地

場
産
業
の
振
興
や
地
域
の
活
性

化
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
道

路
で
す
。
現
在
、
県
に
よ
り
鴨

川
市
天
津
に
お
い
て
坂
本
工
区

と
し
て
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
本
年
は「
日

蓮
上
人
生
誕
8
0
0
年
」に
当

た
り
、
そ
の
意
味
で
も
坂
本
工

区
の
進
捗
に
住
民
の
多
く
が
期

待
し
て
い
ま
す
。
同
工
区
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
道
市

原
天
津
小
湊
線
で
は
、
鴨
川
市

天
津
の
2
・
7
キ
ロ
区
間
で
、

現
道
拡
幅
や
バ
イ
パ
ス
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
現
道
拡
幅
区

間
の
う
ち
1
・
8
キ
ロ
を
供
用

し
て
お
り
、
今
年
度
は
清
澄
山

道
ル
ー
プ
橋
を
含
む
バ
イ
パ
ス
区

間
に
つ
い
て
、
令
和
2
年
度
内

の
供
用
を
目
指
し
、
道
路
改
良

　
川
名
議
員　
県
道
天
津
小
湊

田
原
線
の
坂
下
バ
イ
パ
ス
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
坂
下
バ
イ

パ
ス
に
つい
て
は
、
鴨
川
市
街
地

　
川
名
議
員　
房
総
半
島
台

風
等
の
災
害
か
ら
の
復
旧
に
つい

て
、
安
房
郡
市
内
の
県
管
理
道

路
の
復
旧
状
況
と
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
令
和
元

年
度
の一連
の
台
風
等
に
よ
り
、

県
管
理
道
路
で
は
、
24
路
線
41

　
川
名
議
員　
次
に
自
治
体
の

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
ション
）に
つい
て
伺
い
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
国
の
デ

ジ
タ
ル
庁
創
設
の
動
き
に
合
わ

せ
て
、
今
後
も
具
体
化
・
加
速

化
し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

業
務
改
善
・
効
率
化
に
向
け
た

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
つい
て
、

県
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
総
務
部
長　
庁
内
業
務
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
、
職
員
が
紙

資
料
の
準
備
や
管
理
に
要
す
る

時
間
を
抜
本
的
に
削
減
す
る
ほ

か
、
在
宅
勤
務
を
円
滑
に
す
る

効
果
も
あ
り
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な

取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
昨
年
10
月
末
か

ら
原
則
、
電
子
決
済
に
よ
る
処

理
を
行
う
と
と
も
に
、
会
議
や

打
ち
合
わ
せ
で
紙
資
料
を
使
わ

ず
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
を
共
有
す

　
川
名
議
員　
継

続
的
に
質
問
し
て

い
る
ナ
ラ
枯
れ
で
す

が
、
被
害
の
現
状

と
対
策
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長

ナ
ラ
枯
れ
は
、
大

木
化
し
た
ナ
ラ
や

シ
イ
・
カ
シ
類
の

木
が
枯
れ
る
伝
染

病
で
、
本
県
で
は

平
成
29
年
度
に
鴨

川
市
で
確
認
さ

れ
、
昨
年
度
は
10

市
町
、
今
年
度
は

1
月
末
現
在
で
、

29
市
町
で
被
害
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
県
で
は
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に

有
効
な
薬
剤
の
対
象
樹
木
に
、

本
県
で
特
に
被
害
が
多
く
発
生

し
て
い
る
マ
テ
バ
シ
イ
が
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
と

の
調
整
を
図
り
、
使
用
の
承
認

を
受
け
、
市
町
村
や
森
林
組
合

等
の
関
係
者
を
対
象
に
効
果
的

な
防
除
方
法
の
研
修
を
行
って
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
被
害
の
あ
っ
た「
県

民
の
森
」に
お
い
て
、
被
害
木
の

工
事
や
舗
装
工
事
を
全
面
的
に

展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
末
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

急
激
な
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
、
こ
の
地
域
で
は
特
定
の

技
能
労
働
者
の
確
保
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
本
事

業
の
工
程
に
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
。

　
県
と
し
て
は
、
感
染
症
の
予

防
対
策
も
徹
底
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
早
期
供
用
を
目
指

し
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

の
渋
滞
緩
和
を
図
る
た
め
、
国

道
1
2
8
号
の
天
津
小
湊
方
面

か
ら
県
道
千
葉
鴨
川
線
を
結
ぶ

新
た
な
ル
ー
ト
と
し
て
、
鴨
川

市
浜
萩
か
ら
東
町
ま
で
の
0
・

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
、

本
事
業
の
工
程
に
も
出
て
い

る
と
い
う
状
況
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、県
道
市
原
天
津
小

湊
線
の
坂
本
工
区
に
つ
い
て

は
、住
民
の
期
待
も
大
き
く
、

ぜ
ひ
早
期
の
完
成
を
要
望
し

ま
す
。

要望

　
現
在
、館
山・鴨
川
道

路
に
つ
い
て
は
、県
及
び

地
元
市
町
な
ど
で
構
成
す
る
館

山・鴨
川
道
路
交
通
対
策
検
討
会

で
、意
見
交
換
し
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、ぜ

ひ
と
も
県
に
お
い
て
は
、計
画
の

早
期
具
体
化
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

要望

　
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
対
応
が
必
要
で
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
柔
軟
な
対
応

を
要
望
し
ま
す
。

要望

　
2
0
2
5
年
度
に
向

け
、業
務
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化・デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、そ
の

前
提
と
し
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

見
直
し
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
従
来
の
業
務
、事
務
処
理
に

合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
開
発
を
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、デ
ジ
タ

ル
化
に
合
わ
せ
て
業
務
の
最
適

化
等
々
も
含
め
た
取
り
組
み
を

ぜ
ひ
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
ま
す
。

要望

8
キ
ロ
区
間
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
鴨
川
市
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
用
地
取
得
を
進
め
て

お
り
、
用
地
取
得
率
は
約
8
割

と
な
って
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
元
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
残
る
用
地
の
取
得
を
進
め
、

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
管
理
道
路
の
復
旧

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

カ
所
で
被
災
し
、
現
在
、
こ
の

復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
安
房
郡
市
内
は

6
路
線
12
カ
所
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
に
8
カ
所
の
復
旧
工
事
を

完
了
し
て
い
ま
す
。
残
る
犬
掛

館
山
線
な
ど
4
カ
所
に
つ
い
て

も
、
現
在
、
早
期
復
旧
に
向
け

て
工
事
を
進
め
て
お
り
、
本
年

３
月
ま
で
に
は
完
了
す
る
予
定

で
す
。

燻
蒸
や
伐
倒
・
搬
出
等
の
防
除

対
策
を
進
め
、
市
町
村
に
先
行

事
例
と
し
て
示
す
こ
と
で
取
り

組
み
を
促
す
と
と
も
に
、
市
町

村
、
国
、
研
究
機
関
等
で
構
成

さ
れ
る
協
議
会
を
通
じ
て
、
引

き
続
き
情
報
共
有
を
図
って
ま

い
り
ま
す
。

る
な
ど
、
全
庁
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
職
員
の
意
識
の

徹
底
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、

業
務
手
順
の
見
直
し
な
ど
、
組

織
的
取
り
組
み
を
進
め
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
庁
内
業
務
の

改
善
や
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
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清
澄
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プ
橋
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山
鴨
川
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